
第１７回 電磁環境技術委員会議事録（案） 
 
日 時：平成１５年４月４日（金）14:00～16:30 
場 所：電気学会第一会議室 
出席者：藤原委員長（名工大），菊池（東京電力），山中（通総研）各委員，岡野氏（武蔵工

大徳田代理），黒野氏（大同工大堀井代理），河崎幹事（大阪大），富田幹事（電中

研），水野幹事補（名工大），宮島幹事補（電中研） 
提出資料： 
第１６回電磁環境技術委員会議事録（案）           宮島幹事補 
電磁環境技術委員会名簿（2003/04/04）                   宮島幹事補 
EMC17-1 A部門研究調査運営委員会資料                  藤原委員長 
EMC17-2 平成 14 年度研究会活動補助金会計報告              宮島幹事補 
EMC17-3 平成 15 年度技術委員会見学会および技術会合の経費予算明細の提出  富田幹事 
EMC17-4 環境電磁界観測による地震前駆現象調査専門委員会活動方針及び報告書 黒野氏  
EMC17-5 第１回ホームネットワークと EMC調査専門委員会議事録        岡野氏 
EMC17-6 情報・通信・電力基盤における雷害リスクマネージメント協調 
                  調査専門委員会（仮称）設置趣意書（案） 河崎幹事 
 
議事要旨： 
１ 第１６回電磁環境技術委員会議事録の確認 
 第１６回電磁環境技術委員会議事録が朗読され，承認された． 
２ 電磁環境技術委員会名簿（2002/04/04）について 
 宮島幹事補より電磁環境技術委員会名簿についての説明がなされた．新たに所属名について

の訂正がなされた． 
３ A部門研究調査運営委員会資料について（資料 EMC17-1） 
 藤原委員長より，第 55回 A部門研究調査運営委員会資料についての説明がなされた．電気学
会における上級会員制度の導入や部門誌の電子ジャーナル化の推進，学会誌のページ削減につ

いて説明がなされた．これまで学会誌に掲載されていた研究会のプログラムやイベントの詳細

は，今後，電気学会ホームページのみに掲載される． 
 また，新調査専門委員会の「電磁界による体内誘導電界・電流調査専門委員会」の設立が承

認されたことが報告された．提出書類については内容確認後，富田幹事が電気学会に提出する

こととなった． 
４ 平成 14年度研究会活動補助金会計報告について（資料 EMC17-2） 
 宮島幹事補より平成 14年度研究会活動補助金会計についての説明がなされた．電磁環境技術
委員会の平成 14年度研究会活動補助金は研究会の人件費として使用されたことが報告された． 
５ 平成 15年度技術委員会見学会および技術会合の経費予算明細の提出について 

（資料 EMC17-3） 
 富田幹事より平成15年度技術委員会見学会および技術会合の経費予算明細についての説明が
なされた．平成 15年度の電磁環境技術委員会の見学会は 10/17に通信総合研究所（東京都小金
井市）にて行い，宮島幹事補が予算申請等を担当することとなった．  



６ 環境電磁界観測による地震前駆現象調査専門委員会活動方針及び報告書について 
（資料 EMC17-4） 

 黒野氏より環境電磁界観測による地震前駆現象調査専門委員会活動方針及び報告書について

の説明がなされた． 
７ 第１回ホームネットワークと EMC調査専門委員会議事録について（資料 EMC17-5） 
 岡野氏より第１回ホームネットワークと EMC 調査専門委員会議事録についての説明がなさ
れた． 
８ 情報・通信・電力基盤における雷害リスクマネージメント協調 

調査専門委員会（仮称）設置趣意書（案）について（資料 EMC17-6） 
 河崎幹事より新設予定の「情報・通信・電力基盤における雷害リスクマネージメント協調調

査専門委員会（仮称）設置趣意書（案）」についての説明がなされた．委員会名及び目的，構

成員に関して再考の指摘がなされ，修正後，宮島幹事補が電気学会に提出することとなった． 
９ その他 
・ 平成 15 年度電磁環境研究会は，7/25 に大同工大と 1/16 に大阪大学にて環境電磁界観測に
よる地震前駆現象調査専門委員会関連テーマと，12 月に岐阜大にて電子情報通信学会環境
電磁工学研究会と共同，3月の電気学会全国大会を目処にホームネットワークと EMC調査
専門委員会関連テーマを開催することとなった． 
・ 藤原委員長より平成 15 年度 A 部門大会のお知らせがなされた．8/25-27，長岡技術科学大
学にて開催される． 
・ 藤原委員長より電気学会「調査関係規定」見直しについてのお知らせがなされた． 
・ 藤原委員長より，多数の電磁環境技術委員会第１号委員の任期満了時期が迫っているため，

迅速な対応がとれる準備をする旨の指示が幹事団になされた． 
・ 次回は 7/25に研究会と合わせて大同工大，次々回は 10/17に見学会と合わせて，その次は

1/16に研究会と合わせて大阪大学開催を予定し，調整後，E-mail等にて連絡を行う． 
以上 


